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市の人口
331,233人

125,629世帯

（14.7.1現在）

主な内容�＊�＊�

平成13年度ごみ処理事情
／平成15年度市職員を募
集／柏市みどりの基金が
特定公益増進法人に認定�

夏休みこどもスペシャル�

特集「暮らしを支える水
道」�

情報館（講座・講演、催
し、お知らせほか）�

街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん�
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柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/
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県道船橋･我孫子線�

国道6号�

歩行者用道路�
交通規制区域�

交番�

大堀川

我孫子会場�

柏第2会場�
（北柏ふるさと公園）�

�

手
賀
沼�大津川�

JR常磐線�

沼南会場�

柏第1会場�
（柏ふるさと公園）�

北柏駅�
柏
市
役
所�

柏ふるさと大橋�

手賀大橋�

N�
�

問�商工課 �7167－1141・柏商工会議所 �7162－3311

■手賀沼花火大会の会場と交通規制区域 

と　き 
 
ところ 
テレホン
サービス 

注　意 

8月3日�午後7時～8時半※荒天の場合は4日�、4日も荒天の場
合は11日�に延期 
柏市・我孫子市・沼南町の手賀沼湖畔（別図） 
�0180－994187※当日午前8時から、大会実施の有無をお知らせ
します 

�当日午後6時～9時に、会場周辺の交通が別図のとおり規制さ
　れます 
　　�駐車場は設置しませんので、車での来場はご遠慮ください
　　　※車いすをご利用のかたは、北柏ふるさと公園に観覧場所
　　　を設けてあります。ご希望のかたは7月24日�までに、商
　　　工課へ電話でご連絡ください 
　　③公園内の場所取りは、当日までご遠慮ください 
 

8月3日�  

　柏まつりが行われる27日�・28日�の正午～午後10時半は、安
全確保のため、柏そごうスカイプラザ館わきのエスカレーターの
運転を停止します。なお、エレベーターは通常どおり運転します。 

柏駅東口エスカレーター運転停止のお知らせ 

〒 

◎ 

交通規制図�

N
  交通規制区域 

柏まつりの会場周辺では、2日間
とも午後1時～10時に交通が規
制されます�

◎ 

※市営駐車場（柏セントラルプラザ内）は、
両日とも利用できません�

至豊四季 
東葛飾高校 

国道６号  

�島屋 
西口ステージ 

東口ステージ 

サンサン広場 

NTT 柏翠駐車場 
市営駐車場 寺嶋駐車場 

柏郵便局 

バス乗り場 

柏駅 
至我孫子 

タクシー乗り場 

柏商工会議所 
バス乗り場 

タクシー乗り場 

至松戸 

そごう 

至船橋 

お祭り広場�
午後2時～9時、サンサン広場下�
ふるさと交流コーナー�
青森県柏村・福島県只見町の特産品
即売など�
リサイクルコーナー（午後8時まで）
捨てられた家具を再生したものを抽
選でプレゼントなど�

柏市工業祭�
午後2時～7時半、柏翠駐車場（イト
ーヨーカドー裏）�
市内の優れた工業製品の展示販売、
北総太鼓、バンドライブなど�

レイソル後援会キャンペーン�
午後2時～9時、サンサン広場�
柏レイソル選手のサイン会（28日だ
け）、グッズの販売、レイソル後援
会の会員募集など�

　柏の“熱い夏”がやってきた。毎年60万人の熱気に包
まれ、今や県内でも有数の行事となった真夏の祭典「柏ま
つり」。今年も、7月27日�・28日�に行われます。華や
かな柏おどりやミュージック＆花自動車パレード、そして、
勇壮な柏ねぶたやみこしなど、今回も楽しいイベントが盛
りだくさん。今年は、みんなと一緒に歌ったり踊ったりし
て、柏の熱い夏を思いっきり体感しちゃおう！ 

問い合わせ�

午後4時～6時半�
コース：鮨芳前～駅前通り～スカイプラザ裏～サ
ンサン通り～スカイプラザ裏～駅前通り～鮨芳前�

午後7時半～9時�
　＝サンサン通り�
午後8時～9時�
　＝西口駅前広場�
※自由に参加できます�午後2時～9時�

東口・西口ステージ�
レイソルダンサーズシ
ョー、市立柏高校吹奏
楽部の演奏、子ども綱
引き、歌謡ショーなど�

午後2時～3時半�
コース：27日�と同じ�

午後3時～4時半�
コース：27日�のミ�
ュージック＆花自動�
車パレードと同じ�

午後6時～8時�
コース：27日�と同じ�

27
日
（
土
）�

午後2時～9時�
東口・西口ステージ�
オープニングセレモニー、小
学生による吹奏楽演奏、太鼓
の演奏、歌謡ショーなど�

午後2時15分～3時45分�
コース：NTT柏支店～南本町通り～本町通り～駅前
通り～スカイプラザ裏～サンサン通り～寺嶋駐車場�

午後3時半～5時�
コース：ミュージック＆
花自動車パレードと同じ�

午後6時～8時　�
コース：二番街～�
駅前通り～鮨芳前�

午後7時半～9時�
　＝サンサン通り�
午後8時～9時�
　＝西口駅前広場�
※自由に参加できます�

午後4時20分～6時半　西口駅前広場�

午後6時～8時　コース：西口駅前広場を中
心に、柏南口商店会・西口本通り商店会・
あさひ通り商店会・西口商店会を回ります�

午後�2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00

ステージイベント�

柏おどりパレード� 柏ねぶたパレード�

輪おどり�

みこしパレード�

ミュージック＆�
花自動車パレード�
�

28
日
（
日
）�

ミュージック＆�
花自動車パレード�
�

柏おどりパレード�

ステージイベント�

みこしパレード�

柏おどりコンテスト�

柏ねぶたパレード�

輪おどり�

柏まつり実行委員会 �7162━3315問い合わせ 

7月2
7日�

 

28日
� 
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広報� 平成１４年（２００２年）７月１５日 第１１７３号 �

問�防災安全課  �7167─1115

と き �

ところ�

定 員 �

内 容 �

�

�

費 用 �

申し込み�

テ ー マ �
応募資格�
作品規格�
�
�
�
応募方法�
�
�
賞�

7月21日�午前10時～11時半�

アミュゼ柏�

先着400人�

日本大学法学部助教授・尾

田清貴氏による講演「自ら

守る、安全なまち」�

無料�

当日、会場へ直接�

と き �
�
ところ�
内 容 �
�
�
その他�

月1回土曜日。落書きやめさせ隊＝午後2時
から、市民パトロール＝午後7時から�
柏駅周辺�
落書きやめさせ隊＝落書き消し、市民パト
ロール＝柏警察署の警察官と一緒に、暗が
りなどの街の死角となる場所のパトロール�
「落書きやめさせ隊」の活動用ユニフォー
ムは市で用意します�

安全安心まちづくり講演会2002 標語とポスターを募集� ｢落書きやめさせ隊」「市民パトロール」�
の協力者を募集�落書き防止�

①小・中学生②一般（高校生を含む）の各部�
標語の部＝はがきかはがき大の用紙に1人3点まで、ポスター
の部＝Ｂ3判（36.4�×51.5�）の画用紙で何点でも可（標語
やアニメのキャラクターは不可）※どちらも未発表の作品に
限る�
作品の裏に、住所・氏名・年齢・学校名・学年か職業を書い
て、〒277－8505　柏市役所防災安全課（市役所第2庁舎2
階）へ、9月6日�までに郵送（当日消印有効）か直接�
市長賞＝各1人・優秀賞＝若干名※応募者全員に参加賞あり�

　「柏市安全で安心なまちづくり推進条例」が制定されてから1年。市では、『セーフティー＆クリーン、安全・安心で清潔な
まち』をスローガンに、犯罪防止のためにさまざまな事業を行っています。市民の皆さんの共通の願いである「安全で安心でき
る住みよい柏」を実現するため、あなたも参加してみませんか。�

◎申し込み方法など、詳しくは問い合わせを�

職種�職級� 受験資格� 主な職務内容�

上級�
大学学部卒業（見込み）
以上で、昭和51年4月2
日以後に生まれたかた�

広範多岐にわた
る一般行政事務�

土　木�
技　師�上級�

大学学部卒業（見込み）
以上で土木工学系・都
市工学系の学科を専攻
し、昭和51年4月2日以
後に生まれたかた�

道路・下水道・都
市計画等の事業
に関する企画、
設計、施工管理
等の業務�

大学学部卒業（見込み）
以上で、24時間連続勤務
できる、昭和52年4月2
日以後に生まれたかた�消防業務全般�消防職�

上級�

初級�

5 人
程度�

一　般�
行政職�

採用予
定者数�

■表2　募集する職員の職種等�

1 人�

保育士�中級�
保育士資格（見込み）が
あり、昭和52年4月2日
以後に生まれたかた�

保育園・知的障
害児施設等で保
育等の業務�

2 人
程度�

5 人
程度�

電　気�
技　師�上級�

大学学部卒業（見込み）
以上で電気工学系の学
科を専攻し、昭和51年
4月2日以後に生まれた
かた�
大学学部卒業（見込み）
以上で、職務に必要な
福祉、教育等の学科を
専攻し、言語聴覚士資
格を有し、昭和50年4
月2日以後に生まれた
かた�

市庁舎や他の公
共施設等の電気
設備の維持管理等
の業務�

1 人�

福祉指�
導員�上級�

福祉関係部署等
で就学前の幼児
の言語指導等の
業務�

1 人�

高等学校卒業（見込み）
以上で、24時間連続勤務
できる、昭和52年4月2
日以後に生まれたかた�

12年度�13年度�増 減�

人　口（人）･（Z）�

区　　　　　分�

（3月末常住人口）�

プ  ラ  ス  チ  ッ ク�

プ  ラ  ス  チ  ッ ク�

小　　   　　計  

計�

小　　    計（A） 

小　　    計（C） 

合　　    計（B） 

合　　    計（D） 

粗大ごみ （布団）�

資源品総量（E）�

総ごみ量（F）�

市民1人1日当たり（g）�

市民1人1日当たり（g）�

市民1人1日当たり（g）�

家
庭
系
ご
み�

資
源
化�

資
源
化�

資
源
化�

総
ご
み
量�

事
業
系
ご
み�

327,517 329,376 1,859

50,849�
4,762�
404

56,015 55,463   － 552
103 113 10
7,609 7,530    －79

36,306 35,716 －590
28,594 28,073 －521

92,321 91,179 －1,142
772.3 758.4 －13.9
30,754 29,306 －1,448
1,224 806 －418
344 288  －56

32,322 30,400 －1,922
－� 1,117 1,117
－� 613 613
0 1,730 1,730

32,322 32,130 －192

36,306 37,446 1,140

－17.01,025.7

50,802�
4,296�
365

－47�
－466�
－39

■表1　平成13年度ごみ処理状況（ｔ）�

可   燃    ご    み�
不   燃    ご    み�
粗   大    ご    み�

粗   大    ご    み�
小　　   　　計 

可   燃    ご    み�
不   燃    ご    み�

せ　ん    定    枝�

  7.8311.5303.7

－1,334123,309124,643

1,042.7（F）／（Z）／365

（E）／（Z）／365

（B）＋（D）�

（A）＋（C）�

資　源　回　収�

市
で
は
、
来
年
４
月
に
採
用

す
る
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま

す
。【

一
般
行
政
職
・
土
木
技
師

・
電
気
技
師
・
福
祉
指
導
員
・

保
育
士
】（
＝
以
下
一
般
行
政

職
等
と
表
記
）

職
種
・
職
級
・
採
用
予
定
者

数
等

別
表
２
の
と
お
り

試
験
日
時

▽
第
一
次
試
験

（
教
養
・
専
門
試
験
）

＝
８
月
25
日
（
日
）
※
時
間
は

受
験
案
内
に
掲
載
▽
第
二
次
試

験
（
小
論
文
、
面
接
等
）
＝
第

一
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知
　

試
験
会
場

麗
澤
大
学
（
光

ケ
丘
二
丁
目
）

【
消
防
職
】

職
種
・
職
級
・
採
用
予
定
者

数
等

別
表
２
の
と
お
り

試
験
日
時

▽
第
一
次
試
験

（
一
般
教
養
試
験
・
適
性
検
査
）

＝
８
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午
▽
第
二
次
試
験
（
面
接

・
体
力
測
定
）
＝
第
一
次
試
験

合
格
者
に
別
途
通
知

試
験
会
場

東
葛
テ
ク
ノ
プ

ラ
ザ
（
柏
の
葉
五
丁
目
）

◎
申
し
込
み

所
定
の
申
込

書
を
持
っ
て
、
８
月
１
日
（
木
）

〜
９
日
（
金
）
に
、
一
般
行
政

職
等
を
希
望
す
る
か
た
は
本
人

が
人
事
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎

二
階
）
へ
直
接
、
消
防
職
を
希

望
す
る
か
た
は
本
人
が
消
防
本

部
へ
直
接
（
ど
ち
ら
も
土
・
日

曜
日
を
除
く
、
郵
送
不
可
）

◎
申
込
書
の
請
求

７
月
15

日
（
月
）
〜
８
月
９
日
（
金
）

に
、
一
般
行
政
職
等
を
希
望
す

る
か
た
は
人
事
課
ま
た
は
近
隣

セ
ン
タ
ー
等
で
、
消
防
職
を
希

望
す
る
か
た
は
市
内
の
各
消
防

署
で
、
そ
れ
ぞ
れ
直
接
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵

便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
赤
字
で
、「
採
用
試
験

申
込
書
請
求
」
と
書
い
て
、
あ

て
先
を
明
記
し
た
返
信
用
の
角

二
号
の
封
筒
に
、
百
四
十
円
切

手
を
張
っ
て
同
封
し
、
一
般
行

政
職
等
を
希
望
す
る
か
た
は
〒

２
７
７
│
８
５
０
５
　
柏
市
役

所
人
事
課
へ
、
消
防
職
を
希
望

す
る
か
た
は
〒
２
７
７
│
０
８

２
７
松
葉
町
七
丁
目
一
六
│
七

消
防
本
部
総
務
課
へ
、
７
月
31

日
（
水
）
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）

し
て
く
だ
さ
い

1

一
般
行
政
職
等
は
人
事
課

�
７
１
６
７
│
１
１
１
３
、
消

防
職
は
消
防
本
部
総
務
課
�
７

１
３
３
│
８
７
９
１

法
が
施
行
さ
れ
、
家
電
四
品
目

が
家
電
メ
ー
カ
ー
で
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

が
最
も
大
き
な
要
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

一
方
で
、
可
燃
ご
み
は
ほ
ぼ

横
ば
い
で
し
た
。
ま
だ
資
源
化

が
可
能
な
紙
類
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

事
業
系
ご
み
の
量
は

平
成
13
年
度
の
事
業
系
ご
み

は
、
合
計
で
三
万
二
千
百
三
十

ト
ン
で
、平
成
12
年
度
と
比
べ
、

百
九
十
二
ト
ン（
約
〇
・
六
％
）

の
減
少
で
し
た
。

事
業
系
ご
み
の
全
体
量
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
し
た
が
、
処
理
の

内
訳
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
事
業
系
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
せ
ん
定
枝
を
新
た
に

資
源
化
し
た
た
め
で
す
。

可
燃
・
不
燃
・
粗
大
ご
み

は
、
平
成
12
年
度
と
比
べ
い
ず

れ
も
減
少
し
、
千
九
百
二
十
二

ト
ン
（
約
五
・
九
％
）
減
少
し
、

そ
れ
に
相
当
す
る
量
が
資
源
化

さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
ご
み
の
減
量
に
ご

協
力
を

平
成
13
年
度
の
年
間
焼
却
ご

み
量
は
、平
成
12
年
度
と
比
べ
、

八
百
六
ト
ン
減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
清
掃
工
場
の
一
日
当

た
り
の
焼
却
量
は
二
百
三
十
八

ト
ン
で
、
依
然
と
し
て
一
日
の

計
画
処
理
量
の
二
百
二
十
二
ト

ン
を
上
回
っ
た
状
態
で
の
稼
働

が
続
い
て
い
ま
す
。

ご
み
は
減
ら
す
こ
と
が
大
原

則
。
不
要
な
も
の
は
買
わ
ず
、

物
を
大
切
に
し
て
長
く
使
い
続

け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。ま
た
、

や
む
を
得
ず
ご
み
と
し
て
出
す

も
の
で
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

紙
は
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

1

ク
リ
ー
ン
推
進
課
�
７
１

６
７
│
１
１
３
９

柏
市
は
、
昭
和
40
年
代
以
降

の
急
激
な
宅
地
化
に
よ
っ
て
、

緑
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

緑
豊
か
で
快
適
な
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
公
有
地
だ
け
で
な

く
民
有
地
の
緑
化
も
積
極
的
に

進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
緑
地
の
取
得
・
保

全
と
緑
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る
環
境

づ
く
り
を
す
る
た
め
、
平
成
７

年
に
財
団
法
人
「
柏
市
み
ど
り

の
基
金
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

柏
市
み
ど
り
の
基
金
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
や
企
業
か
ら
い
た
だ

く
寄
付
を
受
け
入
れ
る
た
め
基

金
を
設
置
し
て
、
そ
の
寄
付
金

を
運
用
し
て
得
る
利
子
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
大
堀
川
沿
い
の
土
手

を
桜
並
木
に
す
る
、
市
民
が
集

う
所
に
花
壇
や
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ

ト
を
設
置
す
る
、
新
た
に
生
け

垣
を
作
る
費
用
を
助
成
す
る
な

ど
、
地
域
の
緑
化
を
進
め
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
柏
市
み
ど

り
の
基
金
は
、
今
年
２
月
に
、

基
金
の
運
用
に
よ
り
市
域
の
緑

化
に
貢
献
す
る
団
体
と
し
て
、

所
得
税
法
施
行
令
等
で
定
め
る

特
定
公
益
増
進
法
人
の
認
定
を

千
葉
県
知
事
か
ら
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
基
金
に
寄

付
を
し
た
場
合
は
、
所
得
税
等

の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
柏
市

み
ど
り
の
基
金
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
募
金
箱

は
各
近
隣
セ
ン
タ
ー
・
市
内
の

商
店
（
一
部
）
な
ど
に
あ
り
ま

す
。緑

あ
ふ
れ
る
住
み
や
す
い
街

は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
大
事

な
緑
を
守
り
育
て
る
た
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1

柏
市
み
ど
り
の
基
金
�
７

１
６
０
│
３
１
２
０

今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
、

桜
の
里
親
に
よ
る
植
樹

街
づ
く
り
の
担
い
手
に

平成15年度採用

市
職
員
を
募
集

緑
を
守
り
育
て
る
の
は
あ
な
た

特
定
公
益
増
進
法
人
に
認
定

柏市みどりの基金

と
も
に
減
り
ま
し
た

平
成
13
年
度
ご
み
処
理
事
情

家
庭
系

事
業
系



子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室と
き

７
月
25
日
（
木
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

酒
井
根
近
隣
セ
ン

タ
ー対

象

小
学
三
〜
六
年
生
、

先
着
三
十
人

内
容

ギ
ョ
ー
ザ
と
ア
ン
ニ

ン
ド
ウ
フ
を
作
り
ま
す

費
用

五
百
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み

７
月
16
日（
火
）

午
後
２
時
か
ら
、
酒
井
根
近
隣

セ
ン
タ
ー
へ
費
用
を
添
え
て

1

酒
井
根
近
隣
セ
ン
タ
ー
�

７
１
７
５
│
２
４
０
０

わ
ん
ぱ
く
料
理
教
室

と
き

７
月
26
日
（
金
）
・

８
月
２
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
半

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
生
、
各
日
先
着

二
十
五
人

内
容

調
理
を
通
し
て
望
ま

し
い
食
の
あ
り
方
を
学
び
ま
す

費
用

四
百
円

申
し
込
み

７
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
健
康
推
進
課

へ
電
話
で

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

│
３
３
３
３

子
ど
も
映
画
会

と
き

７
月
30
日
（
火
）
午

前
10
時
〜
正
午
と
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
の
二
回

と
こ
ろ

布
施
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

幼
児
〜
小
学
生
、
各

回
先
着
百
人

内
容

「
テ
ィ
ガ
ー
ム
ー
ビ

ー
」「
カ
ワ
ウ
ソ
親
子
の
冒
険
」

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

布
施
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
３
２
│
３
１
０
０

子
ど
も
映
画
会

と
き

７
月
26
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

田
中
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

小
学
生
以
下
、
先
着

百
人
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

内
容

「
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク

と
ゆ
か
い
な
ペ
ン
ギ
ン
」
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

７
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
田
中
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

田
中
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
３
３
│
１
０
０
０

草
木
染
め

と
き

８
月
22
日
（
木
）
午

後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
十
余
二
）

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生

と
保
護
者
、
先
着
三
十
人
（
一

〜
三
年
生
は
保
護
者
同
伴
）

内
容

身
近
な
植
物
の
花
や

皮
を
使
っ
て
、
ハ
ン
カ
チ
を
染

め
ま
す

費
用

百
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み

７
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
青
少
年
課

（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
電

話
か
直
接

1

青
少
年
課
�
７
１
３
１
―

５
８
９
６

親
子
で
楽
し
む
笛
づ
く

りと
き

８
月
７
日
（
水
）
午

前
９
時
〜
11
時
半

と
こ
ろ

青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
十
余
二
）

対
象

市
内
在
住
の
小
学
一

〜
四
年
生
と
保
護
者
、
先
着
三

十
人内

容

う
ぐ
い
す
笛
と
ペ
ー

パ
ー
リ
コ
ー
ダ
ー
（
た
て
笛
）

を
作
り
ま
す

費
用

百
円
（
材
料
費
）

用
意
す
る
物

は
さ
み

申
し
込
み

７
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
青
少
年
課

（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
電

話
か
直
接

1

青
少
年
課
�
７
１
３
１
―

５
８
９
６

大
人
の
た
め
の
「
怖
〜

い
」
お
は
な
し
会

と
き

７
月
30
日
（
火
）
午

後
２
時
〜
３
時

と
こ
ろ

南
部
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

小
学
四
年
生
以
上
、

先
着
七
十
人
　

内
容

朗
読
劇
「
猿
の
手
」

ほ
か費

用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
７
３
│
１
０
０
０

科
学
教
室

と
き

８
月
８
日
（
木
）
・

９
日
（
金
）
午
前
９
時
半
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
（
柏
の
葉
五
丁
目
）

対
象

小
学
四
〜
六
年
生
と

保
護
者
、
各
日
二
十
組

内
容
「
数
あ
そ
び
と
暗
号
」

「
放
送
局
を
つ
く
ろ
う
」

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
夏
休
み
科
学
教
室
希
望
」
と

明
記
し
、
希
望
日
・
住
所
・
親

子
の
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号

と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
０
８
８
２
柏

の
葉
五
丁
目
四
│
六
　
東
葛
テ

ク
ノ
プ
ラ
ザ
へ
、
７
月
26
日

（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
�
７

１
３
３
│
０
１
３
９

親
子
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
教
室

と
き

７
月
23
日
（
火
）
午

後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

柏
郵
便
局
（
東
上

町
）対

象

小
学
四
〜
六
年
生
と

保
護
者
、
先
着
二
十
組

費
用

一
組
五
百
円

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
郵
便
局
�
７
１
６
７
│

５
９
５
０

親
子
見
学
ツ
ア
ー

と
き

７
月
23
日
（
火
）
〜

25
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

ア
サ
ヒ
飲
料
柏
工

場
（
根
戸
新
田
）

定
員

各
日
約
五
十
人

費
用

無
料

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

ア
サ
ヒ
飲
料
柏
工
場
�
７

１
３
２
│
２
１
０
１

【
お
こ
と
わ
り
】

「
暮
ら
し
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
は
、

都
合
に
よ
り
お
休
み
し
ま
す
。

広報�③ 第１１７３号 平成１４年（２００２年）７月１５日

と き �
集合場所
対 象 �
内 容 �
�
費 用 �
申し込み      

と こ ろ�
�
区 画 数 �
対 象 �
利用期間�
費 用 �
申し込み�
�
�
�
�
�
その他          

と き �
�
ところ�
�
内 容 �

8月21日�午後1時～4時半※荒天中止�
参加者に別途通知�
市内在住のかた、25人�
手賀沼船上見学、手賀沼下水道終末
処理場の見学�
無料�
往復はがきに「身近な水辺を巡ろう
希望」と明記し、住所・氏名・年齢
・職業・電話番号と返信面のあて先
を書いて、〒277－8505　柏市役所環
境保全課へ、7月25日�までに郵送で
（当日消印有効）※応募者多数の場
合は抽選�

7月20日�・21日�午後1時～
4時半�
�島屋柏店エントランスステ
ージ�
音楽・パフォーマンスのコン
テスト�

問�環境保全課 �7163─4422

ストリートブレイクかしわ2002

公開オーディション� 市民農園の新規利用者を募集�
～ストリートミュージック�
　　　・パフォーマンスコンテスト～ 
　回を重ねるごとにレベルアップする
ストブレ。テープ審査を通過した約40
組が、9月15日の本選に向けての公開
予選に臨みます。あなたもきらめくパ
フォーマーたちを見に来ませんか。 

問�商工課 �7167─1141 問�ふるさと農園内トマトハウス �7134─9920（午前10時～午後3時）
農政課 �7167─1143

地図�

ふるさと市民農園（あけぼの山�
農業公園内）�
20区画（1区画25�）�
市内在住のかた�
9月1日～来年1月31日（更新可）�
1区画3,750円�
往復はがきに「市民農園利用希�
望」と明記し、住所・氏名・年�
齢・電話番号と返信面のあて先�
を書いて、〒277－0822布施下127－1　ふるさと農園内トマトハ
ウスへ、7月31日�までに郵送で（必着）※応募は1世帯1通。
応募者多数の場合は抽選�
8月25日�に、利用説明会と契約を行います�

N

文�

県
道
我
孫
子･

関
宿
線�

至
野
田�

ふるさと市民農園�
案内図�

富勢小�

国道６号�

根戸�
交差点� 布施近隣センター�

至柏� 至我孫子�
北柏駅�

JR常磐線�

あけぼの山�
農業公園�

布施弁天�

至新大利根橋�
有料道路�

何でもそめ
ちゃえ�

点字入門�

みんなで作
ろう�

手話入門�

一泊冒険�

リサイクル
工作�

木工工作�

作って遊ぼ
う�

老人ホーム
へ行こう�

あなたも絵
本作家�

牛乳パック
で葉書作り�

牛乳パックを使
ったはがき作り�

水カリンバ
工作�

7月23日�午前
10時～正午�
7月25日�午前
10時～正午�
7月31日�・8月
1日�・2日�・
6日�～9日�・
21日�・22日��
8月1日�午前
10時～11時半�

8月2日�・3
日��

8月7日�午前
10時～正午�

8月8日�午後
1時半～4時�

8月9日�午前
10時～正午�

8月18日�午前
10時～正午�

8月24日�午前
10時～正午�

8月28日�午前
10時～正午�

8月29日�午前
10時～正午�

小学生以上、先着
30人�
小学生以上、先着
20人�

小学生（3年生以下は保
護者同伴）、先着20人�

小学生以上、先着
25人�

小学生、先着20人�

小学生、先着20人�

18歳以下（未就学児は保
護者同伴）、先着20人�

小学生～18歳、先着10
人・19歳以上、先着5人�

小学3年生以上、
先着20人�

小学生、先着20人�

小学生～中学1年生、
先着男女各15人�

小・中学生、先着
20人（5回以上参
加できるかた）�

催　し� と　き� 対　象� 内　容� 申し込み�費用� 催　し� と　き� 対　象� 内　容� 申し込み�費用�

催　し� と　き� 対　象� 内　容� 申し込み�費用�

身近な物で染め
物を体験�

7月16日�午前10時から、豊
四季台児童センターへ電話で�

7月16日�午後2時から、豊四
季台児童センターへ電話で�

7月19日�午後2時から、豊四
季台児童センターへ電話で�

7月26日�午後2時から、豊四
季台児童センターへ電話で�

7月17日�午前10時から、豊
四季台児童センターへ電話で�

7月31日�午前10時から、豊
四季台児童センターへ電話で�

7月18日�午前10時から、豊
四季台児童センターへ電話で�

7月19日�午前10時から、豊
四季台児童センターへ電話で�

7月26日�午前10時から、豊
四季台児童センターへ電話で�

7月27日�午前10時から、豊
四季台児童センターへ電話で�

7月21日�午前10時から、豊
四季台児童センターへ電話で�

7月24日�午前10時から、豊
四季台児童センターへ電話で�

目の不自由なか
たとの交流あり�

耳の不自由なか
たとの交流あり�

ご飯作りや肝だ
めし�

牛乳パックでサ
ンバイザー作り�

木のいす作り�

からくりおもち
ゃ作り�

老人ホーム（篠籠田
の八幡苑）で交流�

絵を見て、話を考
えながら絵本作り�

缶で楽器作り�

大型絵話を作
り、児童せん
祭（8月23日）
で発表�

200円�

ランチクッ
キング�

7月25日�午前
10時～午後1時�

小学4年生以上、
先着18人� 昼食作り� 7月16日�午前11時から、永楽

台児童センターへ電話か直接�
350円�

卓球入門�
7月23日�・25
日�午後1時半
～3時半�

小学4年生以上、
先着20人� 卓球の基本�

7月16日�午後2時から、永楽
台児童センターへ電話で�無料�

男の子のラン
チクッキング�

7月26日�午前
10時～午後1時�

小学4年生以上の
男子、先着18人�

昼食作り� 7月16日�午後3時から、永楽
台児童センターへ電話か直接�350円�

みぢかな昆
虫観察�

8月4日�午前9
時半～11時半�

小学生、先着30
人�

身近な昆虫採集
と観察�

7月18日�午後3時から、永楽
台児童センターへ電話か直接�無料�

ペーパーブ
ロック工作
に挑戦�

7月23日�～26日�＝パ
ーツ作り、7月30日�～
8月3日�＝パーツ組み
合わせ。時間はいずれ
も午後1時半～4時半�

小学生以
上、各日
先着20人
程度�

紙を折ったパー
ツを組み合わせ
た作品作り�

7月17日�午前10時から、光
ケ丘児童センターへ電話で�無料�

手話入門� 7月24日��
午前10時～11時半�

小学生以上、
先着20人�

耳の不自由なか
たとの交流あり�

7月16日�午前10時から、光
ケ丘児童センターへ電話で�無料�

リサイクル
工作�

7月31日��
午前10時～正午�

小学生以上、
先着25人�

牛乳パックを使っ
たおもちゃ作り�

7月17日�午前10時から、光
ケ丘児童センターへ電話で�無料�

点字入門� 8月6日��
午前10時～正午�

小学生以上、
先着20人�

目の不自由なか
たとの交流あり�

7月18日�午前10時から、光
ケ丘児童センターへ電話で�

無料�

手話入門�
7月24日�午後
1時半～3時半�

小学生以上、先
着50人�

耳の不自由なか
たとの交流あり�

7月16日�午後1時から、永楽
台児童センターへ電話か直接�無料�

点字入門� 7月23日�午前
10時～正午�

小学生以上、先
着30人�

目の不自由なか
たとの交流あり�

7月16日�午前10時から、永楽
台児童センターへ電話か直接�無料�

500円�

500円�

300円�

無料�

無料�

無料�

無料�

無料�

無料�

無料�

無料�

■豊四季台児童センターの催し� ■永楽台児童センターの催し�

■光ケ丘児童センターの催し�

問�豊四季台児童センター �7144─5363 問�永楽台児童センター �7163─4050

問�光ケ丘児童センター �7170─7600

※会場は、各児童センター（永楽台児童センターは永楽台近隣センター内）。障害などにより補助が必要な場合は、あらかじめお知らせください。車での来場はご遠慮を�
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花
子
さ
ん
は
小
学
六
年
生
。
今
日
は
学
校
の
自
由
研
究
で
水
道
に
つ
い
て
調

べ
る
た
め
、
市
の
水
道
部
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
。
８
月
１
日
は
�
水
の
日
�
。

こ
の
機
会
に
花
子
さ
ん
と
一
緒
に
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
水
道
に
つ
い
て

ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。「
水
道
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
ご
ざ
れ
」
と
豪

語
す
る
岡
野
水
博
士
が
花
子
さ
ん
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　大切な水をみんなの家までお届けする縁の下ならぬ土の下の力持ち、水道管。ひと
口に水道管といっても、その役割はさまざま。そんな水道管についてご紹介します。 

漏水やにごりがあっ
たときに、ある区間
だけ水を止め、修理
する場所を仕切りま
す 

行き止まりの道路に
多く埋められていま
す。この弁から水あ
かなどを抜き取りま
す 

仕切弁� 泥吐弁�

 

 

 

井戸から水源地までを結ぶ。松戸市から流山市の浄水場を結ぶ導水管の直
径は、なんと2500�に達します（市内の最大は500�） 
水源地と水源地を結ぶ水道管。流山市の浄水場から柏市の浄水場を
結ぶ送水管が最大で2000�に達します 
水源地からみんなの家の手前までを結ぶ水道管　　 
配水管からみんなの家までを結ぶ水道管。一番みんなの近くを走る
管です 

�

�

�

�

導水管�
�

送水管�
�

配水管�
�

給水管�
�

�

…�
�
…�
�
…�
�
…�

路上では水道と関わりの深いこんなものも見ることができます。 

水は上手に使おう！�

上
手
な
使
い
方�

無
駄
な
使
い
方�

効
果�

おふろ�
残り湯を半分 
程度利用 
約90� 

残り湯を全部 
捨てる 
約180� 

約90�の節水 

炊　事�
食器を洗うとき 
はため洗い 
約20� 

流しっ放し 
約110� 

約90�の節水 

歯磨き�
コップに注い 
だら止める 
約0.6� 

流しっ放し 
約6� 

約5.4�の節水 

洗　車�

 

バケツを使っ 
て 
約30� 
 

ホース洗い 
約240� 

約210�の節水 

あ ん な水 こ ん な水 あ ん な水 こ ん な �

あ
ん
な
水
こ
ん
な
水
あ
ん
な�

あ ん な水 こ ん な水 あ ん な水 そ ん な �

　　浄は水にとってまさに本領発揮の役割
といえるでしょう。東葛テクノプラザで一
酸化炭素のセンサーの開発を行っている坂
口技研では、水を機器の洗浄や実験に使っています。ただし、
ここで使っているのは�純水�。水に含まれるイオンを極限ま
で除去した水のことです。というのも、水道水に含まれる塩素
イオンやナトリウムイオンが実験によからぬ影響を与えるから
なのです。ただし、普通の水と区別がつかないから、実験前に
は必ず�純水�であることを確かめなくてはならないとか。 

　　房にも水は欠かせません。市役所でも、冷房に
水を使っています。冷媒のガスを空気で冷やす家庭
用の冷房機と違って、施設では、空気を冷やすのに

水を使い（冷温水）、その水を冷
やすのに液体のガスを使い、ま
たそのガスを冷やすのに水（冷
却水）を使います。この水を屋
上などでファンを使って冷やし
ます。雨も降っていないのに、
水が降ってきたなんてことはあ
りませんか。あれはフ
ァンから出た蒸気が冷
やされて水になって降
ってきているのです。 

　　を守る消防の水。市内には約4000カ所の消
火栓と、約1000カ所の防火水槽が私たちの万が
一に備えています。火災の際は、それらから水
をとって消火活動をします。昨年1年間で消火栓
から取られた水の量は767�。消防のホースから
出る水の勢いはとて
も強く、1分間に最大
700�もの水を放出す
ることができます。
ただし、これだけの

量を放出する
ときは2人がか
りで持ちます。 

実
験
前
は
必
ず
確
認�

こ
の
機
器
で
純
水
を
作
る
。�

で
も
、
残
念
な
が
ら
（
？
）�

塩
素
が
入
っ
て
な
い
の
で�

飲
む
の
に
は
向
か
な
い�

！�

　水道部の職員を装ったり、水道部か
ら依頼されたような口ぶりで、高額な
浄水器の販売や工事契約を結ぶ、悪質
な訪問販売が市内各地で発生していま
す。�
　水道部では、浄水器などの水道機器
の販売は一切行っておりません。少し
でも不安を感じたときは、身分証明書
の提示を求めるなど、確認を行ってく
ださい。�
　なお、こうした訪問販売に遭ったと
きは、水道部までご連絡ください。�

水道部では�
販売しとら�
んよ� 北千葉広域水道企業団�

1県7市2町（千葉県・柏市・
松戸市・野田市・流山市・
我孫子市・習志野市・八千
代市・関宿町・沼南町）で
つくる北千葉広域水道企業
団は水道用給水事業を行っ
ている地方公営企業です。
柏市では同企業団から昨年1
年間で約2,200万�の水を
買い取りました。 

柏の水の中心施設 

安全性確保のために�

第6水源地�■柏市の水源地�

国道6号 

国
道
16
号 
柏駅 

新柏駅 
増尾駅 

逆井駅 

南柏駅 

北柏駅 

常磐
自動
車道
 

豊四季駅 

●� ●�

●�

●�

●�

●�

第4水源地�

第3水源地�

第1水源地�

第5水源地�
富勢水源地�

　柏市では、皆さんの家庭や学校などにいつでも
安全な水を必要なだけ送るために、6つの水源地を

設置しています。 
　水源地には、
井戸からくみ上
げた地下水をき
れいにする浄化施設やきれいになっ
た水を貯めておく配水池などがあり
ます。中でも第6水源地はすべての
水源地の設備を1カ所でコントロー
ルできるコンピューターや水道水の
安全性を確保するための水質検査室
などがあり、柏市の水道施設の中心
になっています。 

1県7市2町に水を供給�

Q.1　水の惑星、地球。でも、水道水として使えるものはごくわずか。いったい、
　　 どのくらいの水が使えるのか？�
　�
　
�12.5％　�3.5％　�0.8％�

�
Q.2　柏市の水道管の総延長距離は約何km？�
�
　
�200km　�950km　�1500km

�
Q.3　柏市内で１人1日に使う水道水の量は？�
�
　
�コップ11杯　�バケツ5.6杯　�ドラム缶1.6本

�
Q.4　普段何気なく使っているトイレの水。大で流したときに使う水の量は？�
�
　
�コップ10.5杯　�ビール大瓶5.2本　�バケツ1.3杯�

Q.5　次のうち市内で昨年一番、水道水の使用量が多かった施設は？�
�
　
�慈恵医科大学附属柏病院　�あけぼの山農業公園　�消防署�

A.1　�。地球上の水は海や河川など地表に現れているもののほか、地下水や水蒸気などいろ
いろな形で存在しているものを合わせると約14億k�と推定されます。そのうち、海水が約
97.5％を占めています。淡水2.5％のうち、70％は北極・南極の氷が占めるため、水道水と
して利用できる水はわずか0.8％にすぎません。 
 
A.2　�。柏市内を走る水道管（配水管）の総延長距離は952km（平成13年3月現在）。これ
は、柏市から広島県までの距離に相当します。 
 
A.3　�。柏市で1日に使われる水の量は平均で97,056�（平成13年度）で、学校のプール（350
�）にして277杯分の水に相当します。これを給水人口（水道水を使っている人口）1人1日
あたりで計算すると平均でドラム缶1.6杯分（323�）になります。 
 
A.4　�。〈大〉へレバーをひねるとバケツ約1.3杯分（10�）の水が流れます。小のときは
〈小〉で流すよう心掛けましょう。ちなみに男性用の小便器で一回に使う水の量は自動洗浄
用で約2～4リットルになります。 
 
A.5　�。われわれの命を守る病院が上位を占めています。ちなみに2番は国立がんセンター
東病院。 

何問 
答えられ 
るかの 

問 
水
道
部
庶
務
課
�
７
１
６
６
│
２
１
９
１�
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フ
ァ
ン
で
水
を
冷
却

博
士

わ
し
が
水
博
士
の
岡
野
じ

ゃ
。
岡
野
水
博
士
と
呼
ん
で
も
ら
っ
て

一
向
に
構
わ
ん
。

花
子

じ
ゃ
、
岡
野
博
士
、
ま
ず
教

え
て
。
私
た
ち
が
飲
ん
で
い
る
水
は
ど

こ
か
ら
取
っ
て
る
の
。

博
士

お
・
か
・
の
・
み
・
ず
博

士
、
じ
ゃ
。
ま
あ
、
え
え
。
え
〜
、
柏

の
水
道
水
は
、
江
戸
川
の
水
と
地
下
水

を
混
ぜ
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て
お
る
。
い

わ
ば
ブ
レ
ン
ド
水
じ
ゃ
な
。

花
子

で
も
、
柏
っ
て
江
戸
川
と
接

し
て
な
い
で
し
ょ
？
　

博
士

だ
か
ら
、
江
戸
川
の
水
は
松

戸
市
内
で
く
み
上
げ
ら
れ
る
の
じ
ゃ
。

花
子

え
〜
、
松
戸
市
か
ら
く
み
上

げ
る
の
。
そ
れ
じ
ゃ
、
松
戸
市
か
ら
柏

市
ま
で
水
を
送
っ
て
る
の
ね
。

博
士

早
合
点
は
い
か
ん
。
ま
ず
、

土
砂
を
沈
殿
さ
せ
た
の
ち
、
今
度
は
流

山
市
に
あ
る
北
千
葉
浄
水
場
へ
送
る
。

そ
こ
で
薬
品
な
ど
を
使
っ
て
汚
れ
な
ど

を
取
り
除
い
た
の
ち
、
柏
市
の
水
源
地

へ
送
ら
れ
る
の
じ
ゃ
。

花
子

松
戸
市
の
次
は
流
山
市
な

の
？
じ
ゃ
あ
、
地
下
水
も
ほ
か
の
市
か

ら
く
ん
だ
も
の
を
使
っ
て
い
る
の
？
。

博
士

地
下
水
は
市
内
に
四
十
四
本

あ
る
井
戸
を
使
っ
て
、
く
み
上
げ
ら
れ

と
る
。
こ
の
水
は
川
の
水
に
比
べ
て
良

質
な
の
で
、
簡
単
な
工
程
で
処
理
さ
れ

る
ん
じ
ゃ
。
柏
の
水
は
地
下
水
の
割
合

が
高
い
の
で
お
い
し
い
と
言
わ
れ
て
お

る
（
別
表
「
水
道
水
確
保
の
手
段
」
参

照
）。

花
子

な
ら
、
全
部
地
下
水
に
す
れ

ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

博
士

と
こ
ろ
が
そ
う
は
い
か
ん
。

地
下
水
を
く
み
上
げ
過
ぎ
る
と
、
地
盤

沈
下
と
い
う
現
象
を
起
こ
し
か
ね
ん
か

ら
な
。
県
で
も
昭
和
49
年
に
「
千
葉
県

公
害
防
止
条
例
」
で
く
み
上
げ
て
も
い

い
水
の
量
を
決
め
て
あ
る
の
じ
ゃ
。

花
子

お
い
し
い
か
ら
っ
て
い
く
ら

く
ん
で
も
い
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
ね
。

博
士

今
後
、
人
口
が
増
え
、
使
う

水
も
増
え
る
と
、
地
下
水
は
く
み
上
げ

ら
れ
る
量
が
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
河

川
の
水
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
で

も
、
河
川
の
水
を
く
み
上
げ
る
の
に
も

水
利
権
と
い
う
権
利
が
あ
っ
て
、
一
定

以
上
の
水
は
く
ん
で
は
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
と
る
。

花
子

川
の
水
も
制
限
さ
れ
る
の

ね
。
じ
ゃ
、
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
ら
？

博
士

河
川
の
水
を
く
み
上
げ
る
量

が
更
に
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
。

だ
か
ら
、
水
は
大
切
に
使
わ
な
き
ゃ
な

ら
ん
。

花
子

そ
う
よ
ね
。
こ
ん
な
に
手
間

ひ
ま
が
か
か
っ
て
る
ん
だ
も
ん
ね
。

柏
の
水
は�

ブ
レ
ン
ド�

水
？�

関東地方�

千 葉 県 �

柏　　市�

地表水�地下水�

82.3 

83.0 

62.0

17.7 

17.0 

38.0

■水道水確保の手段�（％） 

※関東地方・千葉県は平均 

博
士

江
戸
川
の
上
流
の
利
根
川
の

遥
か
か
な
た
か
ら
、
や
っ
と
の
思
い
で

た
ど
り
着
き
、
い
ろ
ん
な
処
理
を
さ
れ

て
、
さ
ぁ
〜
、
み
ん
な
の
お
役
に
立
て

る
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
流
さ
れ
た

ん
で
は
、
水
に
し
た
っ
て
気
の
毒
じ
ゃ
。

花
子

で
も
、
わ
た
し
一
人
が
気
を

付
け
て
も
…
。

博
士

そ
れ
が
い
か
ん
。
じ
ゃ
、
逆

に
皆
が
そ
う
思
っ
て
、
だ
れ
一
人
節
水

を
心
掛
け
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
ん

じ
ゃ
。
歯
磨
き
一
つ
取
っ
て
も
三
十
三

万
人
の
市
民
が
流
し
っ
ぱ
な
し
で
磨
い

た
ら
、
一
日
に
二
回
と
し
て
、
な
ん
と

一
日
に
三
百
五
十
六
万
四
千
リ
ッ
ト
ル

も
の
無
駄
遣
い
に
な
る
ん
じ
ゃ
。
こ
れ

は
、
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
十
杯
分
に
相

当
す
る
量
じ
ゃ
。

花
子

じ
ゃ
、
わ
た
し
、
歯
磨
き
は

三
日
に
一
回
に
す
る
。

博
士

そ
ん
な
極
端
な
こ
と
を
言
っ

ち
ゃ
い
か
ん
。
わ
し
ゃ
な
に
も
、
そ
ん

な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。

使
う
必
要
が
な
い
水
を
使
う
の
は
や
め

よ
う
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
（
別
掲
「
水
は

上
手
に
使
お
う
」
参
照
）。

花
子

必
要
が
な
い
も
の
な
ら
、
使

わ
な
く
て
も
困
ら
な
い
は
ず
よ
ね
。

博
士

と
こ
ろ
で
、
も
し
渇
水
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
知
っ
と

る
か
。

花
子

え
っ
、
断
水
で
水
を
止
め
ち

ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

博
士

幸
い
な
こ
と
に
昭
和
30
年
の

給
水
開
始
以
来
、
柏
市
で
は
、
断
水
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
陥
っ
た

こ
と
は
な
い
。
そ
ん
な
と
き
は
、
給
水

制
限
を
す
る
ん
じ
ゃ
。

花
子

給
水
制
限
っ
て
？

博
士

水
を
送
る
圧
力
を
下
げ
る
ん

じ
ゃ
よ
。
水
源
地
か
ら
各
家
庭
へ
給
水

を
す
る
た
め
の
圧
力
じ
ゃ
。

花
子

圧
力
を
下
げ
る
と
ど
う
な
る

の
？博

士
　
蛇
口
を
同
じ
だ
け
開
い
た
と

き
、
圧
力
が
低
い
と
水
の
出
が
悪
く
な

る
じ
ゃ
ろ
。

花
子

あ
っ
た
ま
い
い
〜
。
い
ろ
い

ろ
と
工
夫
し
て
い
る
の
ね
。

節
水
は�

心
掛
け
か�

ら�

博
士

水
を
大
切
に
と
い
う
話
は
し

た
が
、
使
い
方
に
も
気
を
使
っ
て
ほ
し

い
の
。

花
子

え
っ
、
ど
う
い
う
こ
と
？

博
士

必
要
以
上
に
水
を
汚
し
て
ほ

し
く
な
い
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
。

花
子

で
も
、
使
い
終
わ
っ
ち
ゃ
っ

た
ら
も
う
関
係
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

博
士

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
水
と

い
う
も
の
は
絶
え
ず
循
環
し
て
お
る
。

使
用
し
た
水
も
や
が
て
川
に
流
れ
、
海

に
戻
る
。
そ
れ
が
、
蒸
発
し
て
雲
を
作

り
、
雨
や
雪
を
降
ら
せ
る
。
雨
や
雪
は

川
に
流
れ
、
ま
わ
り
回
っ
て
、
再
び
ど

こ
か
で
利
用
さ
れ
る
。

花
子

な
ん
か
不
思
議
な
感
じ
ね
。

博
士

だ
か
ら
、
川
を
汚
さ
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
水
は
一
度

汚
れ
る
と
元
の
状
態
に
戻
す
ま
で
に
大

変
な
手
間
と
時
間
が
か
か
る
の
じ
ゃ
。

結
局
は
自
分
の
と
こ
ろ
に
帰
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
自
然
を
守

る
大
切
さ
が
わ
か
る
じ
ゃ
ろ
。

花
子

や
っ
ぱ
り
、
き
れ
い
な
川
か

ら
と
っ
た
水
の
ほ
う
が
お
い
し
そ
う
だ

も
ん
ね
。

博
士

普
段
は
気
に
留
め
も
し
な
い

が
、
少
し
は
水
の
あ
り
が
た
み
と
い
う

も
の
が
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
か
の
？
。

花
子

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と

う
。お
も
し
ろ
い
発
表
が
で
き
そ
う
よ
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
、
岡
野
博
士
。

博
士

お
・
か
・
の
・
み
・
ず
博

士
、
じ
ゃ
。

水
は�

絶
え
ず�

巡
っ
て
い
る�新たな循環の旅に



夏
休
み
紙
漉
（
す
）
き

体
験

と
き

７
月
26
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
正
午
か
午
後
１
時
〜

３
時と

こ
ろ

知
的
障
害
者
通
所

授
産
施
設
「
朋
生
園
」（
中
原
）

定
員

各
回
先
着
十
五
人
程

度
内
容

園
生
と
一
緒
に
、
牛

乳
パ
ッ
ク
で
は
が
き
や
し
お
り

を
作
り
ま
す

費
用

二
百
五
十
円
（
材
料

費
な
ど
）

申
し
込
み

７
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
朋
生
園
へ
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
か
直
接

1

朋
生
園
�
７
１
６
３
│
６

６
１
２
（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室

と
き

８
月
５
日
（
月
）
午

前
10
時
半
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

妊
婦
二
十
人
（
家
族

可
）費

用

六
百
円
（
調
理
実
習

費
）用

意
す
る
物

三
角
き
ん
・

エ
プ
ロ
ン
・
母
子
健
康
手
帳
・

米
半
カ
ッ
プ

申
し
込
み

健
康
推
進
課
へ

電
話
で

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

│
３
３
３
３

パ
ソ
コ
ン
教
室

と
き

８
月
20
日
（
火
）
〜

23
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
（
計
四
回
）

と
こ
ろ

市
立
柏
高
等
学
校

（
船
戸
山
高
野
）

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、

三
十
五
人
※
昨
年
受
講
し
た
か

た
を
除
く

内
容

ワ
ー
ド
２
０
０
２
の

基
礎
を
学
び
ま
す

費
用

九
百
五
十
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
希
望
」
と
明

記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先

を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０
８

１
３
大
室
二
四
九
│
一
　
田
中

近
隣
セ
ン
タ
ー
へ
、
７
月
26
日

（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
は
一
人
一
通
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

1

田
中
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
３
３
│
１
０
０
０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ

ー
ル
講
座

と
き

８
月
24
日
（
土
）
・

31
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
４

時
半
（
計
二
回
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
か

た
で
、全
回
出
席
で
き
る
か
た
、

二
十
五
人

内
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

メ
ー
ル
の
基
礎
を
学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル

講
座
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と

返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
│
０
０
０
５
柏
五
丁

目
八
│
一
二
　
柏
市
中
央
公
民

館
へ
、
７
月
31
日
（
水
）
ま
で

に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募
は

一
人
一
通
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

肢
体
不
自
由
者
パ
ソ
コ

ン
講
習
会

と
き

８
月
７
日
（
水
）
〜

９
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
（
計
三
回
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
の
十
八
歳

以
上
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
か
た
、
二
十
人

内
容

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見

方
や
メ
ー
ル
の
使
い
方
を
学
び

ま
す費

用

無
料

申
し
込
み

７
月
22
日（
月
）

ま
で
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
心

者
を
優
先
の
上
、
抽
選

そ
の
他

無
料
送
迎
バ
ス
あ

り
※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
乗

車
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
６
３
│
９
３
５
３

（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル

入
門
講
座

と
き

８
月
26
日
（
月
）
午

後
１
時
半
〜
４
時
半

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

五
十
歳
以
上
で
、
パ
ソ
コ
ン
初

心
者
の
か
た
、
二
十
五
人

内
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

メ
ー
ル
の
基
礎
を
学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
講
座
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ

て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│

０
０
０
５
柏
五
丁
目
八
│
一
二

柏
市
中
央
公
民
館
へ
、
７
月
31

日
（
水
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必

着
）
※
応
募
は
一
人
一
通
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

無
料
介
護
講
習
会

と
き

７
月
18
日
（
木
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

さ
か
き
光
陽
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー（
酒
井
根
）

対
象

介
護
の
経
験
が
な
い

か
た
、
先
着
十
五
人

申
し
込
み

７
月
16
日（
火
）

午
前
10
時
か
ら
、
さ
か
き
光
陽

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
で

1

さ
か
き
光
陽
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
�
７
１
７
５
│
２

２
８
１

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
業
訓

練
「
パ
ソ
コ
ン
科
講
習

会
」

と
き

８
月
23
日
（
金
）
・

27
日
（
火
）
〜
30
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時（
計
五
回
）

と
こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

市
内
在
住
で
、
パ
ー

ト
就
労
を
希
望
し
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
礎
操
作
が
で
き
る
か
た
、

十
八
人

費
用

無
料

内
容

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

を
学
び
ま
す

申
し
込
み

往
復
は
が
き

に
、「
パ
ソ
コ
ン
科
講
習
会
希

望
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
受
講
動
機
と
返
信

面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２

６
０
│
０
０
２
６
千
葉
市
中
央

区
千
葉
港
八
│
四
　
雇
用
・
能

力
開
発
機
構
千
葉
セ
ン
タ
ー

へ
、
７
月
20
日
（
土
）
ま
で
に

郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）
※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
千

葉
セ
ン
タ
ー
�
０
４
３
│
２
４

８
│
７
７
６
６
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リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト

７
／
20
の
９
時
半
〜
14
時

半
、
あ
け
ぼ
の
山
公
園
。
関
根
�

０
９
０
│
２
４
１
６
│
４
７
４
７

全
日
写
連
柏
支
部
写
真
展
　
７

／
30
〜
８
／
４
の
９
時
〜
17
時

（
初
日
は
13
時
か
ら
、
最
終
日
は

15
時
ま
で
）、
県
プ
ラ
。
無
料
。

佐
々
木
�
７
１
６
３
│
６
０
６
３

光
ケ
丘
合
唱
団
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ

ン
サ
ー
ト

７
／
27
の
14
時
〜
16

時
、
市
民
文
化
会
館
。
無
料
。
杉

山
�
７
１
７
５
│
０
４
１
７

柏
市
音
楽
家
協
会
定
期
演
奏
会

７
／
17
の
19
時
〜
20
時
半
、
ア
ミ

ュ
ゼ
柏
。
大
人
二
千
円
・
中
高
生

千
五
百
円
・
小
学
生
以
下
千
円
。

芳
賀
�
７
１
３
９
│
９
６
６
２

大
堀
川
リ
バ
ー
ク
リ
ー
ン
パ
ー

テ
ィ
・
川
の
生
物
調
査

７
／
27

の
９
時
半
〜
正
午
、木
崎
橋
集
合
。

小
・
中
学
生
の
親
子
。
無
料
。
最

上
�
７
１
６
４
│
４
８
２
７

就
学
相
談
会

７
／
21
の
13
時

半
〜
16
時
、
教
福
。
障
害
が
あ
る

か
た
の
保
護
者
。
三
百
円
。
仲
井

�
０
９
０
│
３
５
１
７
│
６
０
８

７
室
内
楽
の
集
い

８
／
４
の
14

時
〜
16
時
、
市
民
文
化
会
館
。
無

料
。
大
沢
�
０
９
０
│
１
４
２
３

│
７
８
５
８

柏
ク
ラ
シ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

毎
�
と
平
日
の
午
後
、
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
ほ
か
。
弦
楽
器
と
ピ
ア

ノ
。3

千
三
百
円
。
坂
元
�
７
１

７
２
│
８
１
０
９

茶
道
「
白
ゆ
り
会
」

毎
�
９

時
、
酒
井
根
近
セ
。
初
心
者
。2

千
円
、3

二
千
円
。
田
辺
�
７
１

７
２
│
６
１
１
４

健
康
体
操
ひ
ま
わ
り

毎
�
19

時
半
、
松
葉
近
セ
。2

千
円
、3

千
六
百
円
。
小
田
�
７
１
３
３
│

８
５
０
３

柏
栄
音
楽
歌
謡
倶
楽
部

月
三

回
�
19
時
、
光
ケ
丘
近
セ
。
講
師

指
導
あ
り
。
初
心
者
歓
迎
。2

千

円
。3

三
千
円
。
大
杉
�
７
１
７

３
│
１
５
１
０

松
葉
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

月
四
回
�
12
時
半
、
松
葉
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千

五
百
円
。
野
村
�
７
１
３
２
│
７

５
６
２

健
康
リ
ズ
ム
体
操

毎
�
11

時
、
松
葉
近
セ
。2

千
円
、3

千

三
百
円
。
伊
藤
�
７
１
６
９
│
７

４
７
８

書
道
・
ペ
ン
習
字

第
一
・
三

�
10
時
、
松
葉
近
セ
。
初
心
者
歓

迎
。2

千
五
百
円
、3

千
五
百
円
。

加
茂
�
７
１
３
１
│
３
４
０
６

茶
道
「
な
の
花
会
」

毎
�
12

時
、
酒
井
根
近
セ
。
初
心
者
。2

千
円
、3

二
千
円
。
柴
田
�
７
１

７
４
│
０
８
０
８

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル
柏
の

葉

毎
�
９
時
45
分
、
柏
の
葉
公

園
体
育
館
。2

千
五
百
円
、3

千

五
百
円
。
小
林
�
７
１
６
９
│
５

１
４
５

舞
踊
「
遊
花
会
」

第
一
・
三

�
13
時
、
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
。若
柳
流
日
本
舞
踊
・
新
舞
踊
。

3

千
円
。
内
田
�
７
１
７
６
│
０

３
５
８

民
舞
「
遊
郷
会
」

第
一
・
三

�
10
時
、
寺
島
文
化
会
館
。2

二

千
円
、3

二
千
円
（
六
十
歳
以
上

は
千
二
百
円
）。
小
島
�
７
１
４

６
│
５
４
６
６
（
朝
・
夜
）

白
葉
会
書
道
サ
ー
ク
ル

第
一

・
三
�
９
時
半
、
松
葉
近
セ
。2

二
千
円
、3

二
千
円
。
上
西
�
７

１
３
２
│
８
２
５
３

悠
悠
囲
碁

毎
�
９
時
、
布
施

近
セ
。
初
心
者
〜
五
級
ぐ
ら
い
。

2

千
円
、3

六
百
円
。
石
垣
�
７

１
３
１
│
９
１
８
８

水
彩
・
油
絵
「
彩
画
会
」

第

二
・
四
�
14
時
、
中
公
。2

二
千

円
、3

千
五
百
円
。
内
田
�
７
１

４
５
│
７
５
６
６

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

催
し
・
講
習
会

小学生以上（4年生
以下は親同伴）、
先着20人�

20日�午前10
時～正午�

200円�
（材料費）�

18日�午前10時
～午後1時※7月
28日�も開催�

無料�

4日�・10日�午
前9時半～正午※
雨天時は11日��

廃油を使った石けん作
りと、カイワレ大根を使
った環境実験をします�

無料�親子、先着10組�

3日�午前9時
半～正午�

小学生以上（4年生
以下は親同伴）、
各日先着25人�

型紙を使わずに不用な
ズボンから子どものス
カートを作ります�

小学1～3年生と小
学4～6年生、各先
着15人�

太陽を利用してゆで卵
を作ります�

牛乳パックを使い、1～3
年生はびっくり箱、4～6
年生はくず箱を作ります�

先着10人�25日�午前10
時～正午�

包丁研ぎ
教室�

せっけんづ
くりとかい
われ実験�

親子リフ
ォーム教
室�

家庭の包丁を自分で研
ぎます�

無料�

無料�

ソーラーク
ッキング�

牛乳パック
工作教室�

■8月のリサイクルプラザの教室�
教室名�

市内在住・在学の
小学生、先着15人�

24日�午後1時
～4時� 無料�電池を使ったおもちゃ

を直します�
おもちゃの
修理教室�

柏市リサイクルプラザリボン館 �7199─5082

と　　き� 対　　象� 内　　　容�
�

�

�

�

� �

�
�

費　用�

申し込みは7月16日�午前9時半から、リサイクルプラザリボン館へ電話か直接�
問��

会場はリサイクルプラザ（十余二）�

講
座
･
講
演
�

交通施設課 �7167－1304問�

7月24日�・25日��
柏駅東口・西口の自転車等放
置禁止区域内�
柏駅西口で撤去＝北柏自転車
保管所（根戸1590─4・ＪＲ北
柏駅北口下車徒歩5分）�
柏駅東口で撤去＝新柏自転車
保管所（中原1811─14・東武
野田線新柏駅下車徒歩4分）�
撤去した自転車は2カ月経過
後に処分します。返還には、
1台当たり3,000円の保管手数
料がかかります�

放置自転車を撤去します�

と き �
と こ ろ �
�
保管場所�
�
�
�
�
�
そ の 他 �

国民健康保険料第2期�
介護保険料第2期�

固定資産税・都市計画税第2期�

納期限は7月31日��
※口座振替のかたは預貯金残高にご注意ください�
固定資産税・都市計画税は収納課 �7167－1122�
国民健康保険料は保険課 �7167－1129�
介護保険料は介護保険課 �7167－1134

問�



成
人
健
康
診
査
の
指
定

医
療
機
関
の
追
加

次
の
医
療
機
関
で
も
受
診
で

き
ま
す
。

対
象
の
医
療
機
関
・
受
診
科

目

花
野
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
大

室
一
二
一
八
│
六
・
�
７
１
３

７
│
３
７
７
７
）
＝
基
本
健
康

診
査
の
う
ち
訪
問
診
査
、
ヤ
マ

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
明
原
二
丁
目
一

│
九
・
�
７
１
４
１
│
３
８
０

１
）
＝
基
本
健
康
診
査
・
乳
が

ん
検
診
・
女
性
の
健
康
診
査

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

│
３
３
３
３

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

制
度
が
変
更

平
成
15
年
４
月
か
ら
障
害
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
れ
ま
で

の
市
が
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
そ

の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
事
業

者
・
施
設
を
決
め
て
き
た
「
措

置
制
度
」
か
ら
、
障
害
者
の
か

た
自
ら
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業

者
・
施
設
を
選
び
、
直
接
契
約

を
行
う
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
「
支
援
費
制
度
」
に
変

更
さ
れ
ま
す
（
別
表
参
照
）。

ま
た
、
障
害
者
の
か
た
な
ど

が
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ

た
費
用
は
、
市
が
支
援
費
と
し

て
事
業
者
や
施
設
へ
支
払
う
ほ

か
、
利
用
者
が
事
業
者
や
施
設

に
対
し
て
、
本
人
と
扶
養
義
務

者
（
保
護
者
）
の
負
担
能
力
に

応
じ
て
自
己
の
負
担
額
を
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
請
手
続
き
な
ど
は
、
10
月

か
ら
受
け
付
け
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
障
害
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1

障
害
福
祉
課
�
７
１
６
７

│
１
１
３
６

市
民
文
化
会
館
が
休
館

市
民
文
化
会
館
は
保
守
点
検

の
た
め
、
８
月
20
日
（
火
）
・

９
月
18
日
（
水
）
・
12
月
３
日

（
火
）
・
来
年
１
月
15
日
（
水
）

は
大
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
と
も

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
９
月
19
日
（
木
）
・

来
年
１
月
16
日
（
木
）
は
小
ホ

ー
ル
の
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

1

市
民
文
化
会
館
�
７
１
６

４
│
９
１
４
１

被
爆
者
管
理
見
舞
金
を

支
給

対
象

被
爆
者
健
康
管
理
手

帳
を
持
ち
、
平
成
14
年
４
月
１

日
現
在
、
柏
市
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る

か
た申

請
方
法

次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
か
た
は
、
８
月
16

日
（
金
）
ま
で
に
、
保
健
福
祉

総
務
課
へ
電
話
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
�
平
成
13
年
４
月
２
日

以
降
に
柏
市
に
転
入
し
、
被
爆

者
健
康
管
理
見
舞
金
受
給
資
格

認
定
の
申
請
を
し
て
い
な
い
�

住
所
・
氏
名
等
を
変
更
し
た
�

受
給
資
格
を
失
っ
た
※
�
〜
�

以
外
の
か
た
は
申
請
は
不
要
で

す1

保
健
福
祉
総
務
課
�
７
１

６
７
│
１
１
３
１

草
刈
り
機
を
無
料
貸
し

出
し

雑
草
が
伸
び
る
時
期
に
な
り

ま
し
た
。空
き
地
の
所
有
者
は
、

周
辺
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
、
早
め
に
刈
り
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

市
で
は
、
草
刈
り
機
を
無
料

（
燃
料
費
は
利
用
者
が
負
担
）

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

業
者
の
あ
っ
せ
ん
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1

環
境
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
�

７
１
３
１
│
５
５
０
９

審
議
会
の
議
事
録
等
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

市
で
は
審
議
会
な
ど
市
の
付

属
機
関
に
つ
い
て
、
所
管
す
る

事
項
や
委
員
名
簿
を
紹
介
し
た

「
付
属
機
関
の
概
要
」、
会
議
の

日
程
や
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る

「
会
議
開
催
案
内
」
・
「
会
議

録
」
・
「
会
議
開
催
状
況
（
非

公
開
会
議
の
場
合
）」
を
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
か
し
わ
シ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
」（
ア
ド
レ
ス
は
一

面
欄
外
）
に
掲
載
し
ま
す
。

※
「
会
議
録
」「
会
議
開
催

状
況
」
は
７
月
１
日
以
降
に
開

催
さ
れ
た
会
議
が
対
象
で
す

1

事
務
管
理
課
�
７
１
６
７

│
１
１
１
８

木
造
住
宅
の
簡
易
耐
震

診
断
相
談
会

と
き

７
月
28
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

旭
町
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

昭
和
56
年
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
（
在
来
工

法
）
を
所
有
す
る
か
た
、
先
着

三
十
五
人

内
容

市
職
員
と
建
築
士
に

よ
る
耐
震
診
断
と
相
談

費
用

無
料

申
し
込
み

７
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
建
築
住
宅
課

へ
電
話
で

1

建
築
住
宅
課
�
７
１
６
７

│
１
１
４
７

自
閉
症
児
の
発
達
相
談

と
き

毎
月
第
一
〜
第
四

月
・
金
・
土
曜
日
の
午
後
（
祝

日
を
除
く
）
の
う
ち
原
則
一
人

当
た
り
月
二
回（
一
回
一
時
間
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

幼
児
〜
中
学
生
と
保

護
者
、
約
三
十
組

内
容

応
用
行
動
分
析
を
用

い
た
個
別
療
育
が
基
本

費
用

一
回
四
千
円

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
市
自
閉
症
児
者
親
の
会

�
７
１
６
６
│
１
２
９
９

柏
工
業
専
門
校
の
後
期

訓
練
生
を
募
集

募
集
学
科

土
木
科
（
一
級

土
木
施
工
管
理
技
士
受
験
コ
ー

ス
）
・
パ
ソ
コ
ン
科
（
ビ
ジ
ネ

ス
基
礎
コ
ー
ス
・
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ

コ
ー
ス
）
※
授
業
時
間
は
９
月

か
ら
の
午
後
６
時
半
〜
９
時

（
パ
ソ
コ
ン
科
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
コ

ー
ス
は
昼
間
コ
ー
ス
あ
り
）

募
集
期
限

７
月
31
日（
水
）

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
工
業
専
門
校
�
７
１
４

４
│
６
６
８
１
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舞
踊
「
遊
花
会
藤
心
」

月
二

回
�
・
月
一
回
�
12
時
、
藤
心
近

セ
。
日
本
・
新
舞
踊
。2

二
千
円
、

3

三
千
円
。
花
嶋
�
７
１
７
２
│

１
３
８
５（
�
以
外
は
18
時
以
降
）

英
会
話
「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ

ー
」

毎
�
13
時
、
光
ケ
丘
近
セ
。

見
学
歓
迎
。2

五
百
円
、3

四
千

円
。
小
林
�
７
１
３
９
│
１
３
２

４
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
「
か
し
わ

ク
ラ
ブ
」

毎
�
・
�
９
時
半
、

日
立
体
育
館
・
市
民
体
育
館
。
既

婚
女
性
。3

千
五
百
円
。
佐
藤
�

７
１
６
９
│
０
５
５
３

酒
井
根
東
卓
球
ク
ラ
ブ

第
一

・
三
�
９
時
半
と
第
二
・
四
�
15

時
、
酒
井
根
東
小
体
育
館
。
初
心

者
可
。3

千
円
。
静
井
�
７
１
７

３
│
７
６
１
７

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
「
柏
ジ
ュ
ニ
ア
」

毎
�
13
時
、
高
田
小
体
育
館
。
小

学
生
。2

千
円
、3

五
百
円
。
藤

川
�
０
９
０
│
６
１
８
０
│
６
２

５
８た

の
し
く
書
道
・
ペ
ン
・
絵
手

紙

第
二
・
四
�
９
時
半
、
松
野

台
青
年
館
（
増
尾
）。2

千
五
百

円
、3

千
五
百
円
。
小
村
�
７
１

７
３
│
０
６
７
８

舞
踊
「
遊
柳
会
」

月
三
回
�

13
時
、
旭
町
近
セ
。
日
本
舞
踊
・

新
舞
踊
。2

二
千
円
、3

三
千
五

百
円
。
清
水
�
７
１
４
３
│
８
７

８
３舞

踊
「
や
っ
こ
の
会
」

第
一

〜
三
�
18
時
、
豊
四
季
台
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。3

三
千
円
。
島
崎

�
７
１
４
６
│
１
０
４
４
（
18
時

以
降
）

柏
時
事
英
語
サ
ー
ク
ル

毎
�

10
時
、
中
公
。
中
級
程
度
。
無
料
。

木
村
�
７
１
６
３
│
１
６
４
８

Ｓ
Ｙ
社
交
ダ
ン
ス

毎
�
15

時
、
富
里
近
セ
。
多
少
踊
れ
る
か

た
。
市
の
講
座
修
了
者
可
。2

千

円
、3

二
千
三
百
円
。
濱
田
�
７

１
３
３
│
０
０
７
９（
19
時
以
降
）

リ
ズ
ム
体
操

第
一
・
三
�
15

時
と
第
二
・
四
�
11
時
、旭
東
小
。

初
心
者
。
中
高
年
。
無
料
体
験
あ

り
。2

二
千
円
、
一
回
五
百
円
。

小
林
�
７
１
４
４
│
３
２
７
９

俳
句
「
柏
火
」

第
四
�
15
時
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
心
者
歓
迎
。3

五
百
円
。
小
泉
�
７
１
４
４
│
１

０
０
３

コ
ー
ラ
ス
サ
ー
ク
ル
高
田

毎

�
９
時
、
高
田
近
セ
。
女
性
。
初

心
者
歓
迎
。2

千
五
百
円
、3

三

千
円
。
大
沼
�
７
１
３
３
│
８
３

８
６
　
　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
体
操
＆
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン

毎
�
10
時
、
豊
四

季
台
近
セ
。
一
回
千
円
。
登
�
０

９
０
│
６
１
７
３
│
１
２
４
０

社
交
ダ
ン
ス
「
サ
フ
ァ
イ
ア
サ

ー
ク
ル
」

毎
�
19
時
、
酒
井
根

近
セ
。
初
・
中
級
。2

千
円
、3

三
千
五
百
円
。
酒
井
�
７
１
７
３

│
２
１
５
９

バ
レ
エ
ク
ラ
ス
プ
リ
エ

毎
�

18
時
５
分
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
小
・

中
学
生
。2

五
千
円
、3

五
千
円
。

不
破
�
７
１
６
２
│
２
５
７
７

社
交
ダ
ン
ス
「
ア
ミ
テ
ィ
」

月
四
回
�
15
時
、
藤
心
近
セ
。
経

験
者
。2

千
円
、3

三
千
五
百
円
。

相
�
�
７
１
７
２
│
４
５
３
５

わ
か
ば
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

毎
�
10
時
、
柏
八
小
。2

千
円
、

3

千
五
百
円
。
鎌
田
�
７
１
６
４

│
５
０
４
３

社
交
ダ
ン
ス
「
リ
リ
カ
の
会
」

毎
�
11
時
、
中
公
。
初
心
者
可
。

講
師
は
プ
ロ
。2

千
円
、3

三
千

円
。
日
暮
�
７
１
６
９
│
０
４
９

１
（
17
時
以
降
）

す
み
れ
新
体
操
ク
ラ
ブ

毎
�

17
時
、
新
田
原
近
セ
。
小
学
生
以

上
の
女
性
。2

二
千
円
、3

五
千

円
。
小
松
�
７
１
６
３
│
６
３
１

２
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
「
サ
ク
ラ
サ

ー
ク
ル
」

第
二
・
四
�
15
時
、

藤
心
近
セ
。
初
心
者
。2

千
円
、

3

千
円
。
古
川
�
７
１
６
９
│
８

６
７
８

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
。

必
ず
確
認
の
上
、
お
出
か
け
を

猫

生
後
一
カ
月
の
雑
種
。
雌

雄
三
匹
（
黒
ト
ラ
）。
酒
井
�
７

１
６
６
│
４
９
３
０

更生施設、療護施設、授産施設、居宅介護、
デイサービス、短期入所�

更生施設、授産施設、通勤寮、心身障害者
福祉協会が設置する福祉施設、居宅介護、
デイサービス、短期入所、グループホーム�

居宅介護、デイサービス、短期入所�

身体�
障害者�

知的�
障害者�

障害児�

■支援費制度の対象となるサービス�
対象� サービス内容�

図書館本館の読書席は抽選で�
7月21日�～8月30日��

午前の部＝午前9時半～午後1時10分�
午後の部＝午後1時20分～5時（水～金
曜日は午後7時まで）�
図書館左わき通路で、午前の部は午前9
時15分に、午後の部は午後1時に、抽選
し利用券を配布�
�
午前9時半～正午、正午～午後2時半、
午後2時半～5時、午後5時～7時（水～
金曜日だけ）�
各回とも、開始時刻から参考資料室カ
ウンターで利用券を配布�

問�図書館本館 �7164─5346

◆2階読書席（2交替制）�
利用時間�
�
�
利用方法�
�
�
◆参考資料室閲覧席（交替制）�
利用時間�
�
�
利用方法�

�

お
知
ら
せ
�

南
部
ま
つ
り

と
き

７
月
20
日
（
土
）
・

21
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

と
こ
ろ

南
部
公
園

内
容

盆
踊
り
大
会
な
ど

そ
の
他

和
太
鼓
・
は
ん
て

ん
等
の
購
入
に
は
（
財
）
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
事
業
助
成
金
を
活
用
し
ま
す

1

南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
７
３
│
１
０
０
０

お
ば
け
や
し
き

と
き

７
月
26
日
（
金
）
午

後
１
時
〜
３
時
半

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン

タ
ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
）対

象

市
内
在
住
の
か
た

（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）、

先
着
百
人

費
用

無
料

申
し
込
み

７
月
18
日（
木
）

午
後
３
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
３
│
４
０
５
０

夕
涼
み
会

と
き

８
月
17
日
（
土
）
午

後
４
時
〜
７
時

と
こ
ろ

豊
四
季
台
児
童
セ

ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
か
た

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）、
先
着
三
十
組

内
容

焼
き
そ
ば
作
り
と
花

火
費
用

一
人
二
百
五
十
円

申
し
込
み

７
月
25
日
（
木
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
児

童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

豊
四
季
台
児
童
セ
ン
タ
ー

�
７
１
４
４
│
５
３
６
３

高
齢
者
と
楽
し
む
昔
ば

な
し

と
き

７
月
19
日
（
金
）
午

後
２
時
〜
３
時

と
こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ

ー「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」

対
象

子
ど
も
か
ら
高
齢

者
、
先
着
四
十
人

内
容

人
形
劇
「
さ
ん
ま
い

の
お
ふ
だ
」
ほ
か

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「
ひ
だ
ま
り
」
�
７
１
７
５
│

４
１
５
７

臨
時
看
護
師

募
集
人
数

一
人

勤
務
場
所

東
中
新
宿
保
育

園
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午

前
８
時
半
〜
午
後
５
時

賃
金
（
時
給
）

千
二
百
六

十
円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
と
資
格
証
明
書
の
写
し

を
持
っ
て
、
保
育
課
（
第
一
庁

舎
二
階
）
へ
直
接

1

保
育
課
�
７
１
６
７
│
１

１
３
７

催
 
し

求
 
人

　市では、市内で暮らしてい
る外国人や柏市を訪問する外
国人向けに、イベント等のタ
イムリーな情報を盛り込んだ
外国語情報誌（Ａ4判4ページ)
を作りました。�
　言語は、英語・中国語・ス
ペイン語の3カ国語で、年4回
（7・10・1・4月）発行します。
　国際交流室（市役所第2庁舎
3階）、各近隣センター、かし
わインフォメーションセンタ
ーなどで配布しています。�
　ぜひ、お近くの外国人に紹
介してください。�

問�国際交流室 �7167─0941

英語・中国語・スペイン語�

犬
・
猫
差
し
上
げ
ま
す
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カ
ン
ボ
ジ
ア
・
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
６

月
８
日
ま
で
開
か
れ
た
「
日
本
・
カ

ン
ボ
ジ
ア
文
化
交
流
祭
」
に
呼
魂
太

鼓
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
。
日
本

大
使
館
再
開
十
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
や
地
元
小
学
校

の
開
校
式
な
ど
計
三
カ
所
で
の
演
奏

を
務
め
た
。
吉
田
さ
ん
は
呼
魂
太
鼓

の
代
表
だ
。

大
学
時
代
は
心
理
学
を
学
ぶ
傍
ら

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
サ
ー
ク
ル
で
テ
ィ

ン
パ
ニ
を
担
当
し
て
い
た
。
そ
こ
で

著
名
な
指
揮
者
で
あ
る
小
林
研
一
郎

氏
ら
と
出
会
い
、
本
格
的
に
音
楽
の

道
に
進
む
こ
と
を
決
め
た
。
音
大
へ

入
学
す
る
た
め
大
学
を
中
退
し
、
ア

ル
バ
イ
ト
で
た
め
た
お
金
で
ピ
ア
ノ

を
買
っ
て
き
た
。
二
年
間
の
猛
練
習

の
後
、
み
ご
と
合
格
。
卒
業
後
は
柏

五
中
で
一
年
間
音
楽
を
教
え
た
。

「
昔
か
ら
邦
楽
に
興
味
が
あ
っ
た
。

日
本
の
太
鼓
に
は
他
の
楽
器
に
は
な

い
特
殊
な
感
性
が
あ
る
」。
学
生
時

代
か
ら
や
っ
て
い
た
和
太
鼓
グ
ル
ー

プ
を
続
け
る
人
間
は
自
分
し
か
い
な

い
、
と
教
師
を
や
め
て
「
呼
魂
太
鼓
」

の
道
へ
。
太
鼓
は
、
木
を
く
り
ぬ
い

て
皮
を
張
り
、
中
に
宿
っ
た
魂
を
バ

チ
で
叩
い
て
奮
い
起
こ
す
の
だ
と
い

わ
れ
る
。「
呼
魂
太
鼓
」
の
名
前
は

木
霊
（
こ
だ
ま
）
か
ら
と
っ
た
。

太
鼓
を
始
め
て
、
自
分
の
生
き
方

が
一
番
変
わ
っ
た
と
言
う
。「
い
い

意
味
で
い
い
加
減
に
な
り
ま
し
た
。

出
し
て
し
ま
っ
た
音
は
も
う
消
せ
な

い
。
良
か
ろ
う
が
悪
か
ろ
う
が
、
過

ぎ
た
こ
と
を
悔
や
む
よ
り
、
次
に
で

き
る
だ
け
い
い
も
の
を
と
常
に
前
向

き
に
考
え
る
ん
で
す
」

結
成
し
た
と
き
は
十
人
だ
っ
た
メ

ン
バ
ー
も
今
で
は
小
学
四
年
生
か
ら

七
十
歳
代
ま
で
約
八
十
人
に
。「
幅

広
い
年
代
が
み
ん
な
で
一
つ
の
こ
と

を
や
る
。
家
族
み
た
い
で
す
よ
。
メ

ン
バ
ー
が
一
番
の
自
慢
で
す
」
と
嬉

し
そ
う
に
笑
っ
た
。

柏
ま
つ
り
で
は
、
サ
ン
サ
ン
通
り

で
の
輪
お
ど
り
・
東
口
ス
テ
ー
ジ
で

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
な
ど
で
演
奏
を
披

露
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
メ

ン
バ
ー
の
表
情
を
見
て
ほ
し
い
。
太

鼓
の
楽
し
さ
を
わ
か
っ
て
も
ら
え
る

の
で
は
」
と
い
う
呼
魂
太
鼓
の
演
奏

で
、
ま
た
い
く
つ
の
魂
が
呼
び
起
こ

さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

つ
く
し
が
丘
在
住
。
四
十
七
歳

呼魂（こだま）太鼓代表
よし だ　　　　 あき ひろ

No.368

メンバーが一番の自慢

街�の�街�の�

吉田　明弘さん

明神智和、黄善洪（ファン・ソンホン）、柳想鉄（ユ・サンチョル）、
各選手のＦＩＦＡワールドカップがい旋報告会が、7月7日、柏第一小
学校の校庭で行われました。柏市商店会連合会主催の「2002Ｗフェア抽
選会」とともに行われたもので、日本中を熱くしたヒーローの登場に
集まった2,100人のファンは大興奮。3選手に「柏市スポーツ顕彰」、さ
らに明神選手に個人としては史上5人目となる「市民特別功労賞」が授
与され、会場からは惜しみない拍手が送られていました。

柏駅東口に新しい案内板ができました。案
内板では市内の案内図のほか、イベントなど
もお知らせします。サンサン広場に乱立して
いた公共看板も整理され、利用者からは、
「駅前にあって、スペースも大きいので、わ
かりやすい」という声が。

あけぼの商店会で朝顔市が開か
れました。7月7日、朝7時。さわ
やかな夏の朝の空気に包まれて、
会場は活気にあふれ、500鉢の朝
顔が飛ぶように売れました。涼や
かな朝顔の姿に、「小学校の夏休
みに観察日記を付けた思い出がよ
みがえった」と来場者もにっこり。

レイソル選手の健闘をたたえて
明神選手に「市民特別功労賞」

大きくてわかりやすい！
柏駅東口に新案内板

環境の月にちなみ、6月30日、アミュゼ柏で
環境学習の講座が開かれました。バードカービ
ングを作る講座では、大人も子どもも彫刻刀を
片手に、木をなんとか小鳥にしようと必死。そ
の他にも親子エコクッキングやエコ検定試験が
行われ、環境についての知識を深めていました。

カンボジアでは、40度を超える
暑さの中で演奏した

あ
け
ぼ
の
商
店
会
で
「
朝
顔
市
」

環境学習Day in アミュゼ柏�

昭和14年に初めて沖縄に旅した後、制作
した初期の代表的な作品。職人の仕事ぶり
と荷を運ぶ町の女を染めている。

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �7164-6413

「手仕事の風景～染・織・陶・紙～」
9月8日�まで

※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、
その翌日）

�

壺
屋
ろ
く
ろ
師
と
琉
装

り
ゅ
う
そ
うの

女


